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荻窪駅周辺 都市総合交通戦略 意見募集の結果 

 

○意見募集期間  平成３０年１２月１日（土）～１２月１９日（水） 

○意見提出件数  35 件（延べ 90 項目） 

 

○ご意見の概要と区の考え方 

№ 項目 ご意見の概要 区の考え方 

１ 全般 荻窪の発展を願っており、ぜひ計画を

進めて欲しい。 

交通戦略の実現に向け、交通事業者、警

察、地元企業、町会・自治会、商店会等の

地域団体や地域住民の方々などのご理解と

ご協力をいただきながら、ともに連携し

て、住んでよし、訪れてよしの「にぎわい

と住環境が調和したまち」を目指してまい

ります。 

２ 戦略（案）が絵に描いた餅にならない

様、どう実行するかがポイントである。1

丁目 1番地の南北移動がボヤケているの

で計画全体がボヤケている。 

今回の案では、南北移動について、短期

的な取組として、杉並区荻窪駅周辺総合交

通戦略連絡協議会分科会を設置し、区と鉄

道事業者等の関係者との連携のもと、基礎

調査や関係権利者の意向把握等を行い、事

業手法等の検討を進めることとしました。

今後、この分科会における意見交換の結果

等を踏まえ、適切な時期に本交通戦略を改

定してまいります。 

３ 現状、南北移動の実現性が乏しいのだ

から、北と南に対策等を分けて記載すべ

きである。 

本交通戦略では、南北地域間の分断解消

の実現に向け取り組んでいくため、荻窪駅

周辺を北と南に分けずに捉えております

が、必要に応じて、駅北側と南側のまちの

状況を踏まえつつ、それぞれの特性を生か

した展開を考えてまいります。具体的な取

組内容について、今後、町会・自治会、商

店会や地域の方々等と共に検討していきた

いと考えています。 

４ 少子高齢化時代への取組を具体的に検

討すべきと思う。 

ご指摘のとおり、少子高齢化に的確に対

応することは、交通戦略の重要な役割の一

つです。「今日もいつもの商店街プログラ

ム」では、買い物の途中でひと休みできる

ような椅子の設置や、歩きやすい歩行環境

づくりなどを進めるとともに、更なる具体

的な取組について、町会・自治会、商店会

等の地域団体や地域住民の方々などのご意

見を伺いながら検討してまいります。「新

技術活用プログラム」においても、高齢者

等の移動支援や効率的な物流の確保の観点

から、自動運転技術等、様々な新しい技術

の活用の可能性について調査・検討を進め

ます。 
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№ 項目 ご意見の概要 区の考え方 

５  世界中から見学者が来るくらい、まち

全体に、ユニバーサルデザインを取り入

れてほしい。 

地域住民の皆さんや、来街者の方々が、

「ゆっくり歩いてまちを楽しむ」ことがで

きるよう、ユニバーサルデザインの考え方

に基づいたまちづくりに取り組んでまいり

ます。 

６ 今後５年間で、施策に応じた分科会が

設置されるようだが、過去の「荻窪まち

づくり会議」の分科会はどんな意味があ

ったのか。まちづくりの実施段階とし

て、交通戦略（案）に期待していただけ

に残念である。 

「荻窪まちづくり会議」の分科会では、

荻窪駅周辺の町会・自治会、商店会などの

有志の方により、テーマに応じた議論をし

ていただき、地域発意のまちの将来像とし

て「荻窪駅周辺地区まちづくり構想」（平

成 27 年 11 月）として取りまとめていただ

きました。 

区は、この構想を踏まえ、区としてのま

ちづくり方針、「荻窪駅周辺まちづくり方

針」（平成 29 年４月）を策定しました。そ

の次のステップとして、本交通戦略の策定

を進めています。今後は、交通事業者、警

察、荻窪のまちで活動されている企業、町

会・自治会、商店会等の地域団体や地域住

民の方々など、多様な主体と協力・連携

し、施策を着実に推進させてまいります。 

７ まちづくりが停滞していると思われる

状況を改善するため、区民のまちづくり

に対する参加意識を高める観点から、隔

週毎など定期的・継続的に、まちづくり

の概要の説明資料を駅前広場などに展示

して進捗状況を報告し、区民へのフィー

ドバックを行うこと、区民アンケート等

で区民の考えを把握し、それを区役所、

議会、更に区民へフィードバックする、

杉並区の政官民が一体となったまちづく

りへの取組を提案する。 

ご提案いただいた、定期的・継続的な情

報提供やご意見の把握は、区民の皆さんの

参加意識を高める観点からも、重要な取組

であると考えており、今後研究してまいり

ます。 

８ 住宅地域とのバランスにおいて、商業

施設は、エリアの拡大ではなく、質を問

われ活性化が求められている中で、今回

の交通戦略はまち全体を育てるものであ

って欲しい。 

本交通戦略は、「まちづくり方針」にお

けるまちの将来像を実現するための取組の

一つであると考えています。今後も、分科

会での成果や、町会・自治会、商店会等の

地域団体、地域住民の方々などとの意見交

換の結果、そして連絡協議会による施策の

評価・検証の結果を踏まえ、適切な時期に

本交通戦略を改定し、多様な主体のご意見

を反映した交通戦略としてまいります。 

９ 「これからの荻窪駅周辺まちづくりを

考えるアイデアコンペ」で提案された作

品は、交通戦略にどのように反映される

のか。 

（他、同趣旨１件） 

アイデアコンペにおける様々なご提案の

主旨については、今後、分科会における駅

周辺の基盤整備等に係る意見交換におい

て、参考にしてまいります。 
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№ 項目 ご意見の概要 区の考え方 

10  課題に対しての具体的な改善策が全く

挙げられていない。ぜひともこの交通戦

略をより良いものに作り直し、早い段階

（せめて短期プラン）のうちに公開・実

践して欲しい。 

本交通戦略は、分科会での成果や、町

会・自治会、商店会等の地域団体、地域住

民の方々などとのよりきめ細かい意見交換

の結果、そして連絡協議会による施策の評

価・検証の結果を反映させ、適切な時期に

改定してまいります。 

11 「らくらく南北往

来プログラム」に

関して 

まちの活性化のためにも、駅南口と北

口の行き来をもっと簡単にできるように

して欲しい。 

（他、同趣旨１件） 

「らくらく南北往来プログラム」は、中

長期的な取組として「駅南口と北口の行き

来の改善」について取り組むものです。区

としても、南北地域間の分断解消と回遊性

の向上は、まちの活性化に資する大切な課

題と考えており、駅前大規模商業施設の機

能更新期や周辺街区での共同建替え等の機

会をとらえ、駅周辺の基盤整備にあわせた

既存南北連絡動線の抜本的改善や、新たな

動線整備に向けた取組を検討します。 

なお、上記の取組は、利便性・にぎわい・

回遊性に関わるプログラムである「今日も

いつもの商店街プログラム」にも位置付け

ています。 

12 地元の南北問題は大変重要なテーマで

ある。一日も早く地元・区・JR 等で話し

合える場を設けて欲しい。 

駅と一体となった南北連絡動線の改善等

については、より重点的かつ専門的な意見

交換を行う「分科会」を設置する予定で

す。施策の内容に応じて、地元組織や商業

者の方々などのご協力を得ながら意見交換

を行ってまいります。 

13 南北移動の内、区民が一番期待してい

る駅東口通路のＥＶ、エスカレーターの

増設等についての可能性も含め、もっと

書き込むべきである。 

南北連絡動線の改善等は、中長期的な取

組に位置付けていますが、区と鉄道事業者

等の関係者が連携を図りながら検討してま

いります。 

14 駅構内に下りエスカレーターがないこ

とは不便極まりない。朝夕の駅利用者

は、ほとんどが出勤等の健常者だが、昼

間や夕方は移動制約者や高齢の買い物客

などがいることを考慮して欲しい。特

に、これらの交通弱者が、北口、南口

で、朝の出勤時に、階段を下りてくる人

波と交錯するのは大変である。 

15 人の多さに比べて、改札への階段も、

駅のコンコースも、改札内の空間も狭す

ぎる。天井が低いことで余計に圧迫感も

ある。杉並区の他の JR駅は、改装・再開

発されているのに、荻窪駅だけが手つか

ずの状態である。早々に手を付けて欲し

い。 
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16  南北連絡動線の改善については、立川

駅や仙台駅の事例を参考に、線路を跨ぐ

形で駅ビルを建てるなどの整備をして欲

しい。 

（仮称）荻窪駅周辺都市総合交通戦略

（案）の作成にあたっては、立川市をはじ

め、先行して交通戦略を策定している他自

治体と意見交換等を行い、参考としまし

た。南北連絡動線の改善にあたっても、他

自治体での先行事例も参考に、荻窪のまち

にあった整備を検討してまいります。 

17 青梅街道の北まで含めた立体的なまち

づくりが望まれる。 

荻窪の南北地域間の分断は、鉄道だけで

なく幹線道路も、その要因になっていま

す。駅周辺の開発にあわせた基盤整備にあ

たっては、青梅街道の北側まで含めた立体

的なまちづくりの可能性について、区、東

京都、鉄道事業者等の関係者が連携を図

り、調査等を進めてまいります。 

18 青梅街道を含めた南北分断解消に関し

て、東京都と協定を締結するなどして早

期解決をお願いしたい。 

住民からの要望の声が、JR や都に届か

ないのであれば、住民側も何か支援をし

たい。 

19 らくらく南北往来プログラムに賛成で

ある。 

「らくらく南北往来プログラム」は中長

期的な取組に位置付けていますが、区と鉄

道事業者等の関係者が連携を図りながら着

実に進めてまいります。 

20 荻窪駅が高架化されていないデメリッ

トを早期解消する観点から、荻窪地下道の

バリアフリー化を迅速に実施して欲しい。 

（他、同趣旨４件） 

荻窪地下道については、勾配を緩やかに

したり、エレベーター等の設置を直ちに行

う予定はございませんが、既存施設の安全

性の向上・長寿命化・通行環境の改善を主

な目的として、来年度以降に工事をする予

定です。バリアフリー化につきましては、

荻窪地下道に昇降装置がない現状を踏ま

え、検討を進めてまいります。 

その他の南北連絡動線も含め、その改善

に向け、歩道橋化のご意見も参考に検討を

進めてまいります。 

21 荻窪地下道は、女性が夜間歩けない現状

である。 

22 荻窪地下道の「移動円滑化と環境改善」

は、まず地下道の漏水を完全に止める補修

工事をして欲しい。 

23 現状の荻窪地下道は快適とは言いづら

い空間になっている。もし高架化がまだま

だ先になるということであれば、明るく開

放感のある南北連絡動線とするために、荻

窪地下道を歩道橋化して欲しい。 

24 荻窪地下道を自転車に乗ったまま通る

人がいるため、歩かないと進めない仕組み

を付けて欲しい。 

荻窪地下道は、歩行者と自転車利用者だ

けでなく、ベビーカーや買い物カートを使

う方、視覚に障害がある方なども利用され

ており、ご指摘の自転車から降車して歩か

ないと進めない物理的な仕組みを設置する

ことは難しいと考えますが、掲示物等で自 
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   転車利用者に降車利用を促すとともに、自

転車走行の規制について研究していきま

す。 

25 荻窪地下道については、20 数年前の再

開発計画の内容にならって、スロープ改善

に必要な用地確保をするなど、再開発とあ

わせたバリアフリー化の具体案の検討を

お願いしたい。 

（他、同趣旨２件） 

ご指摘の街区については、荻窪地下道の

バリアフリー化を含めた南北連絡動線の充

実、駅前広場機能及び拠点駅周辺としての

防災機能などの充実も視野に、関係権利者

の意向や動向を把握しつつ、共同建替え等

の誘導を図ります。関係権利者の意向や動

向に応じて、公共的な貢献を伴う共同建替

え等に向けた意見交換を進めてまいりま

す。 

26 北口駅前広場東側に隣接する街区は、木

造建築物の密集度が高く、防災性を向上さ

せる必要がある。当該地区のインテグラル

タワー側の再開発について、区の支援をお

願いしたい。 

27 北口駅前広場東側に隣接する街区の再

開発により、南北分断解消と回遊性の向上

を期待する。 

28 「駅周辺の再開発に合わせた」との表現

が各所にあるが、具体的に地権者に相談し

ているのか。区として積極的に動いて、北

口駅前広場東側に隣接する街区全体の開

発促進をして欲しい。 

まちづくりの推進を図っていくために

は、地域と区との間で、まちづくりの課題

と方向性が共有されていることが重要であ

ると考えており、ご指摘の街区について

は、関係権利者の方々等との意見交換を行

っています。 

今後も関係権利者の意向や動向を把握し

つつ、南北連絡動線、駅前広場機能及び拠

点駅周辺としての防災機能などの充実も視

野に、共同建替え等の誘導を図ります。 

29 環八通り地下通路の改善は最優先され

るべきであり、用地確保のチャンスはあ

る。その時のために対処できるようにして

おく必要がある。 

いただいたご意見については、区から、

環八通り地下通路を管理する東京都第三建

設事務所に申し送りいたします。 

30 「環八通り地下通路における環境改善

の実施」とは、北側階段のスロープ改善を

指しているのか。環八通り地下通路は東京

都第三建設事務所が整備担当であり、最も

危険な階段である。第三建設事務所の道路

用地や事務所用地を活用して、速やかに抜

本的改善を実行して欲しい。 

「環八通り地下通路における環境改善の

実施」とは、通路内の照明を LED 照明へ

切替える改善などを実施するものです。い

ただいたご意見については、区から、環八

通り地下通路を管理する東京都第三建設事

務所に申し送りいたします。 
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31  荻窪駅を高架にできないことが一番の

ネックであると感じている。高架にできれ

ば、複数の課題が一気に収束すると思われ

るため、オリンピック後は都に掛け合い、

ガツガツ行動すべきである。 

中央線の高架化については、南北分断の

解消を図る対応策の１つと考えられます

が、「まちづくり方針」にも記載のとお

り、環状八号線や青梅街道が既に立体交差

しており、連続立体交差事業の採択要件を

満たしていないことから、長期的な視点か

ら慎重に検討すべき事項と認識していま

す。 

32 高架にするまでの代替策として、駅周辺

は地下道ではなく、ペデストリアンデッキ

を整備する。 

33 ・JR 施設（みどりの窓口等）を東側へセ

ットバックし、通路を広げる。 

・東京メトロの西口改札口から JR の北

側へ新たに通路を新設し、人の流れを西口

に誘導する。それと合わせ JR の西口改札

口を作る。 

・過去にあった南側の西口バス降車場

を復活し、鉄道利用者の流れを西口におい

て吸収する。 

南北連絡動線の改善等は、中長期的な取組

に位置付けていますが、その具体的な方策

について、いただいたご意見も参考にしな

がら、区と鉄道事業者等の関係者が連携を

図り、調査等を進めてまいります。 

34 荻窪駅の状況などから、JR 中央線の高

架化は望めないため、まちづくり「100 年

の計」として、人工地盤を有効活用する構

想として、 

・駅への自家用車を含めた車両のアク

セス性向上のため、線路に平行な新たな道

を確保する。 

・駅を越えたシャトルバス、お買い物共

同宅配便などを運営する。 

・JR 中央線上を有効活用し、駅機能、

商業機能、子育て機能、集会機能、自動車・

自転車駐車機能、などを分担し、環境性能

の高い駅ビルを整備する。 

・荻窪地下道を更に充実させ、人と自転

車、更には小型車両の通行にも対応したも

のとする。将来的に北口駅前広場東側に隣

接する街区の再開発ビルと接続し、ワゴン

車程度の通行にも対応できるようにする。 

・駅北側タウンセブン東側を一体整備

する。 

・北口駅前広場東側に隣接する街区の

開発にあたっては、再開発ビルに区役所機

能を導入したり、杉並アニメーションミュ

ージアムの規模を今より大きくテーマパ

ーク化して、このビルの集客を図るなども

考えられる。 

・駅ビルを活用した南北連絡動線の駅南

側の部分も新たなビル整備を行う。地下自

転車駐車場の整備や、荻窪地下道、線路に

平行な新たな道との接続を行い、来街者も 



7 

№ 項目 ご意見の概要 区の考え方 

  含めた駅南側エリアの利便性を向上さ

せる。 

・駅前大規模商業施設の建替計画は、西

口を重視したデッキ構想を伴うものと考

えられ、荻窪のまちの新しい核となること

が求められる。 

 

35 駆動補助機付自転車（電動アシスト自転

車）利用者でも、自転車から降りなくても

北口と南口を行き来できる道があると良

い。 

36 荻窪地下道を荻窪駅に接続し、商店の入

った地下街とする。 

37 南北間の交流促進は、高架化によらず、

地下通路や駅前広場の拡張、大型エレベー

ターの整備などでも可能である。ヘリコプ

ターなどが緊急発着できるような、駅全体

を覆う甲板デッキの整備など、独創的で明

るく楽しいまちづくりを求める。 

38 【概要版】の「基本方針」や「戦略目標

と施策パッケージ」を見る限り、南北分断

の解消に関するハードイメージが見えず、

スケジュールも短期、中期、長期だけでは

よく理解できない。 

スケジュールについては、今回の案では

大まかな実施時期を示すものとなっていま

す。 

現時点では、南北連絡動線の改善等に関

する具体的なハード整備のイメージが未定

のため、本交通戦略（案）に記載しており

ません。南北連絡動線の改善等は、中長期

的な取組に位置付けていますが、その具体

的な方策について、今後設置する「分科

会」において、区と鉄道事業者等の関係者

が連携を図り、より重点的かつ専門的な意

見交換を行いながら事業手法等を検討し、

施策を着実に進めてまいります。 

39 都市総合交通戦略として、２年間の検討

の結果として、南北往来プログラムの南北

動線強化を、来年度から“調査・検討・協

議”を始めるというのは、進捗度として大

変ゆっくりしている。 

40 「すいすい乗換え

プログラム」に関

して 

スムーズな動線確保と、駅前広場をより

利用しやすくする観点から、北口の出口の

方向を東側に向けて欲しい。 

北口については、バス・タクシーなどの

ターミナル機能、駅との連絡機能等の充実

や、まちの玄関口としての駅前広場の交流

機能の向上などが重要であると考えていま

す。実現に向け、いただいたご意見も参考

にしながら、区と鉄道事業者等の関係者が

連携を図り、調査等を進めてまいります。 

41 朝ピーク時の北口駅前広場のバスの降

車が危険。夕方はバスが行先別に駐車でき

ないため、バスを待つ人とタクシー待ちの

列が長くなり、混乱している。 

42 朝夕の通勤・通学時間帯のバス発着の

円滑化のため、北口広場を重層化してバ

ス、タクシーを収容することが一案と考

えられる。北口駅前広場を重層化する都

市計画の改定も、必要であれば行って欲

しい。 
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43  駅南側バス通りの、塾の送迎の車は迷

惑である。 

南口の駅前広場については、地域住民の

意向、用地確保の課題、交通環境などを踏

まえ、中長期的に検討を進めてまいりま

す。 

44 駅南側にバスターミナルを整備する。 

45 南口も北口のように駅前を広くできな

いか。 

46 荻窪駅北東の線路脇の道路は、青梅街

道から駅前広場へ向かうものであり、交

通戦略の重要路線であると考えるが、い

かがか。 

当該道路は、バス・タクシーなどのター

ミナル機能、駅との連絡機能等の充実に関

する検討の際の重要路線であると考えま

す。 

47 荻窪駅の地下に自転車置場を整備す

る。 

地下に自転車駐車場を整備することにつ

いては、駅前大規模商業施設の機能更新期

や周辺街区での共同建替え等の機会をとら

えた駅周辺の基盤整備と、これにあわせた

既存南北連絡動線の抜本的改善や、新たな

動線整備に向けた取組の検討の参考にさせ

ていただきます。 

48 「今日もいつもの

商店街プログラ

ム」に関して 

天沼八幡通りや教会通りで自転車の危

険運転をなくして欲しい。現状の交通安

全運動では不十分と思わるため、指導等

の回数を増やしてはどうか。 

天沼八幡通りや教会通りなど区内の道幅

の狭い道路では、歩行者と自転車、自動車

が錯綜し、交通安全上の課題があると認識

しています。現在も、警察や商店会、町

会・自治会等と連携した街頭キャンペーン

や、様々な世代に向けた自転車走行ルー

ル・マナーの周知に取り組んでいるところ

です。 

ご指摘のあった商店街については、阿佐

谷パールセンター商店街をはじめとした他

事例を参考に、警察や商店会、町会・自治

会等と協力して、まちの状況に適した効果

的な対策について研究し、交通安全に努め

てまいります。 

49 教会通りで、自転車がかなりのスピー

ドで走り抜けていくことにいつも恐怖を

感じている。教会通りにおいて、阿佐谷

パールセンター商店街のように自転車の

押し歩きをルール化して欲しい。 

50 買い物時などの短時間駐車に対応した

無料の自転車駐車場を増やしてほしい。 

通勤・通学に必要な駐車場は充足してき

ていますが、買い物などの短時間の利用が

可能な駐車場が必要と認識しています。 

区では、人が集まるお店などは、利用す

る方のために駐車場を設置していただける

よう附置義務や努力義務を定めています。 

また、駅周辺において、区が用地を取得

して駐車場を整備するのは困難であること

から、民営自転車駐車場の建設、管理費に

かかる経費の一部を補助する育成補助を活

用して自転車駐車場の整備を促進している

ところです。 

51 荻窪駅北東の線路脇の道路は、荷捌き

駐車により車道の通行幅が狭くなって自

転車・歩行者にとって危険であり、若い

人達の商店街への来店の障害となってい 

ご指摘の道路においては、荷捌きスペー

スの確保に関して、現場の状況に適した効

果的な方策について、商店会の方々などと

検討してまいります。 
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  る。この道路に面している建物は区有地

に建っており、これらの建物を除去して

道路幅を広くし、回遊性の向上を図って

欲しい。 

（他、同趣旨１件） 

また、建物が道路（区有地）との境界を

越えて建っている場合は、建て替えの際

に、境界に合わせて後退していただいてい

るところです。 

52 全ての配送業者が連携した、宅配ボッ

クスが、まちの所々にあると良い。 

まちのにぎわいの創出や、人の流れと地

域の日常生活を支える物流との調和の観点

から、いただいたご意見も参考にさせてい

ただきます。 

53 荻窪駅周辺が、近隣の駅（阿佐ヶ谷、

高円寺）と比べて活気がないと思う。商

店が減り、まちが小さくなっている。地

権者も入れて、活気を取り戻すにはどう

したらよいか、話し合って欲しい。 

「杉並区まちづくり基本方針（杉並区都

市計画マスタープラン）」（平成 25 年 10

月）では、荻窪駅周辺について、杉並区の

働く、遊ぶ、憩う、集う、学ぶなど、にぎ

わいの芯である「都市活性化拠点」と位置

づけています。 

また、本交通戦略（案）においても、ま

ちの利便性・にぎわい・回遊性の向上に取

り組むこととしています。区としても、地

域の活性化に資する取組となるよう、関係

権利者をはじめ、商店会や地域住民の方々

などと十分協議しながら進めてまいりま

す。 

54 商店が出しているのぼり旗などの規制

を行い、他地域からも訪れてみたくなる

ような、おしゃれ感のある通りや駅にし

て欲しい。 

のぼり旗を含めた、路上看板や路上陳列

については、これまでも区と警察が合同で

指導を行っており、今後も引き続きこの取

組を実施してまいります。 

 

55 「ホッと道路プロ

グラム」に関して 

中杉通りから青梅街道までの区道（日

大通り）のような、歩道が無くかつ交通

量の多い道路において、優先的に無電柱

化を実現して欲しい。 

（他、同趣旨１件） 

ご指摘の中杉通りから青梅街道までの区

道（日大通り）は、「すぎなみの道づくり

（道路整備計画）」において、主要生活道

路の優先整備路線・安全対策路線に位置付

けており、交通状況や事故の発生要因を分

析しながら、外側線内のカラー舗装化な

ど、まずは安全対策路線としての整備を現

在実施しています。また、無電柱化につい

ては、「杉並区無電柱化推進方針」に基づ

き、整備効果の高い路線から無電柱化を推

進し、防災性、安全性、快適性、景観の向

上を図ります。 

56 無電柱化へのこだわりは不経済であ

る。 

無電柱化については、計画的かつ重点的

に進めていく必要があります。区では、

「杉並区無電柱化推進方針」に基づき、整

備効果の高い路線から無電柱化を推進し、

防災性、安全性、快適性、景観の向上を図

ります。 
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57  現在ウェルファーム杉並前にあるバス

停を、現在整備中の特養棟の方へ、１ｍ

程度セットバックした形で設置し直して

欲しい。 

ウェルファーム杉並の特養棟について

は、平成 33（2021）年度の開設に向け設

計を完了させ、関係機関等との協議を進め

ています。このため、ご要望のバス停を１

ⅿ程度セットバックさせた形での再設置に

対応することはできませんが、複合施設棟

前と同様に、2ｍ程度セットバックし、歩

道状空地を設けます。 

58 荻窪四丁目の信号から南口駅前通り

（補助１３１号線）を逆走してしまう車

もいるため、駅前までのわかりやすい標

識やしかけを作って欲しい。 

運転者に対する周知を図るため、警察と

協議のうえ、立て看板の設置等について検

討してまいります。 

59 荻窪駅から、天沼小学校、天沼中学校

へ向かう通学路に緑色のカラー舗装がほ

とんどなく、ガードレールもないため、

児童が危険である。ガードレールを設置

したほうが良い。また、通学路のカラー

舗装化は必須なのではないか。 

道路幅が狭いところでは、ガードレール

の設置は困難です。なお、設置する際は、

警察や沿道の方々との協議が必要となりま

す。天沼小学校、天沼中学校を含め、区内

学校周辺の通学路のカラー舗装化について

は、歩道部のみになりますが、優先順位を

つけ整備する方向で準備をしているところ

です。 

60 旧若杉小東側の道路について、駐車で

きないようにして欲しい。 

路上における駐車抑止、通行車両の速度

抑制については、警察と連携して対策を検

討してまいります。 

なお、路上荷捌きについては、荷捌きス

ペースの確保に関して、現場の状況に適し

た効果的な方策について、商店会の方々な

どと検討してまいります。 

61 旧若杉小東側の道路について、車両の

スピード抑制をして欲しい。 

62 教会通り出入口への横断歩道を拡幅で

きないか。 

いただいたご意見については、所管する

警察に申し送りをいたします。 

63 道路は、排水のため路肩側が低くなる

ようにできているが、シルバーカーを押

して白線の内側を歩く際に、傾きすぎて

おり、歩きにくくて困る。 

道路には、路面排水のための傾きを設け

ており、アスファルト舗装の部分は傾きが

小さいですが、雨水を流す側溝部分は傾き

が大きくなっています。 

傾きをゼロにすることは困難ですが、今

後、道路の改修、修繕の際には、歩行者通

行帯の拡幅を含め、極力歩きやすい道路づ

くりを図ってまいります。 

64 「みんなに優しい

自転車利用プログ

ラム」に関して 

自転車は、駅前に乗り入れできない策

を盛り込めないか。荻窪地下道から電車

に乗れるなど、駅前で自転車を置かずに

すむ策を考えて欲しい。 

駅周辺や駅前広場における自転車通行禁

止に関する他自治体の事例も参考に、警察

や商店会、町会・自治会等と協力して、荻

窪の状況にあった、効果的な対策について

研究を進めます。 

65 自転車を利用する人に交通ルールを守

って欲しい。道幅の狭い商店街をスピー

ドを出して走る自転車は特に危険であ

る。 

区ではこれまで、小学生を対象とした自

転車実技講習、中学生を対象とした交通事

故再現型の自転車講習、高齢者施設での交

通安全講習会、保育園等の送迎で自転車を 
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66  信号無視をして走る自転車は、厳しく

罰して欲しい。ルールを守らない自転車

に何度もぶつかりそうになっている。 

利用する保護者を対象とした自転車教室な

ど、対象者に合わせた自転車に関する交通

安全を警察と連携して取り組んでいるとこ

ろです。 

また、「杉並区自転車ネットワーク計

画」に基づき路面表示の設置を行うなど、

自転車通行空間整備と連携し、ハード・ソ

フトの両面から交通安全対策を実施するこ

とで、自転車が関与する事故の減少を図り

ます。 

更に今後は、通勤・通学時間帯に合わせ

た暴走自転車に対する自転車の模範走行な

どの取組を、地元商店会や警察等と調整し

て行ってまいりたいと考えています。 

67 自転車の信号無視と無灯火の取締りを

徹底して欲しい。 

68 歩道においても、駆動補助機付自転車

（電動アシスト自転車）がスピードを出

し過ぎである。 

69 自転車の事故を少しでも減らして欲し

い。 

70 荻窪駅周辺(特に北口青梅街道)は、溢

れる人の中を スピード出して歩道を走り

抜ける自転車が多く見られ、恐怖を感じ

る。提案として、駅周辺の街路樹を撤去

し、自転車通行空間を整備してはどう

か。それができない場合は、駅周辺歩道

を自転車通行禁止としてほしい。 

（他、同趣旨１件） 

区では、みどりの住宅都市を目指してお

り、街路樹も重要なみどりの一部と考えて

おります。夏の暑さ・ヒートアイランド現

象を緩和するなど、良好な都市環境の形成

に資する街路樹の効果を感じていただける

よう、引き続き適切な維持管理に取り組ん

でまいります。 

また、駅周辺や駅前広場における自転車

通行の禁止については、他事例も参考に、

警察や商店会、町会・自治会等と協力し

て、荻窪の状況にあった、効果的な対策に

ついて研究を進めます。 

なお、青梅街道は東京都第三建設事務所

の管理になりますので、いただいたご意見

については、同事務所へも申し送りいたし

ます。 

71 自転車ネットワークに関するすぎなみ

フェスタの意見は、商店会や荻窪まちづ

くり会議の意見等とは真逆であったよう

に思う。意見の取り方で方向性が異なる

ので、来年度のワークショップでは「第

2の鎌倉にならない」よう、小単会など

を設定し地道に進めて欲しい。 

本交通戦略に基づき実施するワークショ

ップでは、まちの状況にあった自転車利用

についても、商店会の方々と検討してまい

ります。 

72 「頼れるターミナ

ル駅プログラム」

に関して 

頼れるターミナル駅構想は良いと思う

が、南口にはスペースがない。もう少し

具体的な書き込みが必要。 

南口の駅前広場、または、防災機能充実

のためのスペースについては、地域住民の

意向、用地確保の課題、交通環境などを踏

まえ、中長期的に検討を進めてまいりま

す。 

73 南口には駅前に喫煙スペースがある

が、時代の要請に合わせ撤去すべきと思

う。 

荻窪南口喫煙所に関しては、路上禁煙地

区に指定している荻窪駅周辺において、路

上喫煙及び歩行中の喫煙を抑制するため、

禁煙地区のどこかに喫煙スペースを確保す

る必要があると考え、現在の場所に設置し 
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   てまいりましたが、そのあり方などについ

ては、今後も研究すべき課題と捉えていま

す。 

74 グリーン車サービス開始のため快速線

ホームを延長する際は、駅長室や駅員詰

め所も改善の余地がありそうである。 

いただいたご意見につきましては、区か

ら、JR 東日本へ申し送りいたします。 

75 ホームドアの早期設置を要望する。 JR 東日本では、2032 年度末頃までに、

東京圏在来線の主要路線全駅（整備済みの

32 駅を含む 330 駅）にホームドアを整備

していくこととしています。（JR 東日本プ

レスリリース 2018 年３月６日付け参照） 

76 「実施工程表」に

関して 

JR・メトロとの三者協議の締結はいつ

か。調査・検討・協議のどの時点で誰で

もわかるハードの絵図面がいつ提示され

るか。概略設計、詳細設計、都市計画決

定などのハード工事につながるマイルス

トーンが分かる工程を説明して欲しい。 

今後、分科会における意見交換などによ

り進めていく内容となりますので、現時点

ではいずれも未定です。 

77 「評価指標、推進

管理体制」に関し

て 

 

評価指標は、もう少し定量的な積み上

げが必要と思う。 

３つの評価指標は、本交通戦略の取組効

果を把握し、推進管理の参考とするものと

考えています。評価指標だけでは汲み取る

ことが困難なまちづくりへの効果について

は、ご指摘のように、より詳細なデータを

参照しながら的確に把握し、より効果的な

施策への見直しを実施してまいります。 

78 推進体制が協議会方式では弱いと思

う。区長が責任者となり積極的に推進す

る仕組みが必要と思う。 

区においても「杉並区荻窪駅周辺総合交

通戦略部会」を設置しており、本部会が連

絡協議会の成果を共有しつつ、区として責

任を持って交通戦略の推進管理を行ってま

いります。 

79 連絡協議会には、多数の地域住民の参

加が必要と思います。 

施策の推進にあたって、より重点的かつ

専門的な意見交換を行う必要がある場合に

設置する「分科会」について、施策の内容

に応じて、地元組織や商業者の方々などの

ご協力を得ながら意見交換を行ってまいり

ます。 

80 その他 交通戦略に関する議事録（基本構想審

議会の会議録の同様のようなもの）を公

表して欲しい。また、「荻窪駅周辺まちづ

くり方針」に関する議事録も公表して欲

しい。 

交通戦略の連絡協議会の議事要旨につい

ては、策定した本交通戦略の公表とあわせ

て公開する予定としています。また、「ま

ちづくり方針」についても議事要旨の公開

について検討いたします。 

81 JR 東改札において、中央線側の両側に

階段とエスカレーターが欲しい。朝のプ

ラットフォームへ向かう際に非常に混雑

し、不快である。 

いただいたご意見につきましては、区か

ら、JR 東日本へ申し送りいたします。 

82 JR 東改札から快速線のプラットフォー

ムへ向かう階段を上がった真正面に太い

柱が混雑を助長させており、出会い頭に 
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  衝突しそうになっている。この柱を、せ

めて階段前から動かせないか。 

 

83  西口跨線橋から見える駅ホーム屋根の

スレートは、黒く変色して美観もよくな

いので、改装をお願いしたい。 

84 自宅から中央図書館が遠いため、荻窪

駅から中央図書館方面へのコミュニティ

バスを運行して欲しい。 

コミュニティバスは、交通不便地域の解

消を目的に運行を行っています。また、当

該地域は、法令上コミュニティバスが通行

するために必要な道路幅員の確保が出来な

いことからも、導入は困難な状況です。 

85 現在、荻窪高校前を通っているバスの

路線を、大田黒公園前を通るように変更

して欲しい。 

いただいたご意見については、当該バス

路線を運行するバス事業者へ申し送りいた

します。 

86 道路の修繕をして欲しい。 道路の補修については、概ね 3 年間の計

画を立てて施行する大規模補修と、早期に

局所的補修をする小規模補修があります。

それぞれの現場の状況に応じて要する時間

や施工方法が異なるため、お手数ですが、

ご要望の場所や損傷状況を杉並土木事務所

へご連絡ください。職員が現地を確認させ

ていただきます。 

概ね 3 年間の計画に基づく大規模補修で

は、舗装の掘り返しを防ぐため、水道局、

下水道局、ガス事業者、電気事業者などの

関係企業との事前調整、現地測量、関係機

関との協議などが必要であり、ご要望をい

ただいてから工事を着手するまで、概ね１

年～3 年の期間を要しているのが現状で

す。これまでも、定期的に開催している関

係企業等との調整会議にて、工事着手まで

の期間短縮を図ってきましたが、今後、よ

り一層の短縮に向けて努めてまいります。 

87 自宅付近の区道の舗装補修工事が、竣

工まで約２年かかり、生活上において辛

抱の限りであった。スピード感のある行

政のあり方を要求する。 

88 子供が上荻保育園に通っている。夜に

なると周りがとても暗い。せめて、建物

の入り口だけでももう少し明るくして欲

しい。 

上荻保育園周辺の街路灯につきまして

は、駅周辺及び幹線道路の装飾灯等との関

係で、暗く感じられることも考えられます

ので、今後 LED 化を進める中で考慮して

いきたいと考えています。 

89 北口駅前広場に１年程前よりいるホー

ムレスへの対応も必要である。 

路上生活者については、都区共同で運営

する自立支援センターで巡回相談事業を実

施し、同センターへの入所などを働きかけ

ています。本人の拒否が強い場合も多々あ

りますが、引き続き対応してまいります。 

90 清潔で衛生的な空間にして欲しい。 区民の皆さんが快適で安全に暮らせるよ

うにすることは、まちづくりの基本である

と考えています。区では、今後も、清掃活

動などに取り組んでいただいている地域の

方々などと連携を図りながら、環境美化に

取り組んでまいります。 

 


